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１. はじめに 

亜硝酸リチウムなどの表面含浸材をコンクリート表

面に塗布することにより，コンクリート構造物の予防

保全を行うことが期待されている．塩害環境における

構造物中の鉄筋の防食を行う場合は，亜硝酸イオンを

鉄筋位置まで浸透させる必要があるが，コンクリート

中の亜硝酸イオン濃度を把握するためには，イオンク

ロマトグラフィー法などを行う必要があり，亜硝酸イ

オン濃度を簡易に測定する方法は確立されていない． 

本報告では，水質検査などで適用されているグリー

スロミイン試薬による呈色後の吸光度から亜硝酸イオ

ン濃度を評価する方法１）（以下「グリースロミイン法」

と記述）により，コンクリート中の亜硝酸イオン濃度

を測定する場合２）について，水セメント比やセメント

の種類の影響について検討を行った． 

 

２. 実験内容 

(1) 供試体 

 供試体はモルタルおよびコンクリートとした．モル

タル供試体の種類を表-1に，コンクリート供試体の種

類を表-2に示す．モルタル供試体は 100×100×100mm

の立方体とし，普通ポルトランドセメント（NP）およ

び高炉セメント B 種（BB）を使用し，水セメント比は

40%，50%，65%，S/C は 2.5 とした．コンクリート供

試体は 200×200×400mm の直方体とし，普通ポルトラ

ンドセメント（NP）を使用し，粗骨材には最大寸法

20mm の砕石を使用し，水セメント比は 50％，65％と

した．いずれの供試体においても，打込み底面に亜硝

酸リチウム水溶液（濃度 40%）を 0.3 および 0.6kg/m²で

塗布した． 

(2) 試験方法 

亜硝酸リチウム水溶液の塗布後 1 ヶ年において，供

試体よりドリルを用いて採取したコンクリート粉末と

イオン交換水を混合した後ろ過し，ろ液をグリースロ

ミイン試薬にて赤色呈色させ吸光度の測定，およびイ

オンクロマトグラフィー法によって亜硝酸イオン濃度

を測定した．コンクリート粉末試料は，直径 15mm の

ドリルを用いて，表面から 0~10mm，10～20mm，20～

30mm の 3 層の深さからそれぞれ約 3g のコンクリート

粉末を採取した．グリースロミイン法では，採取した

試料から分析用試料 20mg を 120ml のイオン交換水と

混合した後ろ過し，ろ液をグリースロミイン試薬を用

いて赤色に呈色させ，吸光度計（波長 525nm）を用い

10 分後の吸光度を測定した．吸光度は 2 回測定し，そ

の平均値とイオンクロマトグラフィー法による亜硝酸

イオン濃度の関係について検討した． 

  

３. 実験結果及び考察 

(1) 亜硝酸イオンの深さ方向の分布 

 亜硝酸リチウム水溶液の塗布後 1 ヶ年においてイオ

ンクロマトグラフィー法により測定した亜硝酸イオン

含有量深さ方向の分布を図-1に示す．亜硝酸イオン含
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表-1 モルタル供試体の種類 

供試体
番号 

セメントの
種類 

水セメント比
(%) 

圧縮強度 
（材齢 28 日） 
（N/mm² ) 

1 

NP 

40 56.1 

2 50 36.3 

3 65 26.8 

4 

BB 

40 50.4 

5 50 38.7 

6 65 30.8 

 

表-2 コンクリート供試体の種類 

供試体

番号 

セメントの

種類 

水セメント比

(％) 

圧縮強度 
（材齢 28 日） 

（N/mm² ) 

1 
NP 

50 37.3  
2 65 25.4 
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有量は深くなるほど少なくなるが，塗布量 0.6kg/m²の

場合は深さ 20~30mm まで浸透していることがわかる． 

(2) セメントの種類の影響 

モルタル供試体のセメントの種類を変えた場合の塗

布後 1 ヶ年におけるグリースロミイン試験による吸光

度とイオンクロマトグラフィー法による亜硝酸イオン

含有量の関係を図-2 に示す．NP および BB を使用し

た場合のいずれも両者には高い相関関係が認められた．

また，セメントの種類が変わっても，両者の関係はほ

ぼ同様の相関式で示され，NP，BB のいずれを用いた

場合も，同一の相関式により，吸光度の値から亜硝酸

イオン含有量の推定が可能であると考えられる． 

(3) 水セメント比の影響 

モルタル供試体の水セメント比を変えた場合の塗布

後 1 ヶ年におけるグリースロミイン試験による吸光度

とイオンクロマトグラフィー法による亜硝酸イオン含

有量の関係を図-3示す．水セメント比が 40～65%の範

囲では，いずれの水セメント比においても両者には高

い相関関係が認められた．水セメント比が変わっても

両者の関係はほぼ同一の相関式で示され，水セメント

比が異なる場合でもほぼ同一の相関式により吸光度の

値から亜硝酸イオン含有量が推定可能と考えられる． 

(4) コンクリートでの適用 

コンクリート供試体における吸光度とイオンクロマ

トグラフィー法による亜硝酸イオン含有量の関係を図

-4示す．コンクリートにおいても両者の間には高い相

関関係が認められ，水セメント比が変わっても，両者

の関係はほぼ同一の相関式で示され，吸光度の値から

亜硝酸イオン含有量の推定が可能であると考えられる． 

 
４.まとめ 

セメントの種類や水セメント比が異なる場合におい

てもグリースロミイン試薬による吸光度とイオンクロ

マトグラフィー法による定量分析結果との間に高い相

関関係が認められることから，グリースロミイン試薬

を用いた吸光度を測定することによってコンクリート

中の亜硝酸イオン含有量の測定が可能と考えられる． 
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図-2 吸光度と亜硝酸イオン濃度の関係 

（モルタル，塗布後１ケ年，セメントの種類） 

 

図-4 吸光度と亜硝酸イオン濃度の関係 

（コンクリート,塗布後１ケ年，水セメント比，） 

 
図-3 吸光度と亜硝酸イオン濃度の関係 

（モルタル，塗布後１ケ年，水セメント比） 

 
図-1 亜硝酸イオン濃度の深さ方向の分布の例 
（モルタル，塗布後１ケ年，イオンクロマト） 
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